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くまの議会だより　第122号 ⑭⑮ くまの議会だより　第122号

あ

と

が

き

次の定例会は

議会だより題字

小田原正龍さん

開会を予定しています

６月14日
（火曜日）

　
風
薫
る
５
月
、
町
内
の

山
々
の
新
緑
が
美
し
く
映
え

る
清
々
し
い
季
節
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
確
認
さ
れ

て
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

１
日
も
早
く
収
束
の
日
が
迎

え
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。
今
回
の
議
会
だ
よ

り
は
、
令
和
４
年
の
当
初
予

算
等
を
中
心
に
編
集
し
ま
し

た
。
ま
た
、
広
報
委
員
の
メ

ン
バ
ー
も
新
体
制
と
な
り
１

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
今
回

で
４
回
目
の
発
行
と
な
り
ま

す
が
、
町
民
の
皆
様
に
少
し

で
も
読
み
や
す
く
、
分
か
り

や
す
い
紙
面
と
な
る
よ
う
構

成
内
容
も
一
新
し
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
よ
り
良
い
議
会
だ
よ

り
と
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
。

中
島
　
数
宜

議員在職３０年以上として、山野
千佳子議員が広島県知事及び広島
県町議会議長会から、議員在職１４
年以上として荒瀧穂積議員が広島
県町議会議長会からそれぞれ表彰
を受けられました。

永年の功績により受賞！永年の功績により受賞！ ～広 島 県 表 彰～
～自治功労者等表彰～
～広 島 県 表 彰～
～自治功労者等表彰～

▲山野 千佳子 議員 ▲荒瀧 穂積 議員

新型コロナ感染症の熊野町内感染状況は

本年１月からの感染者は、昨年までの３倍を超えている。

Q

A 町　長
荒瀧 穂積議員

【
Ａ
１
】

　
本
年
１
月
か
ら
の
感
染

者
数
は
、
昨
年
ま
で
の
３

倍
を
超
え
て
い
る
。

　
広
島
県
の
ピ
ー
ク
は
越

え
た
が
引
き
続
き
町
民
に

は
防
止
対
策
の
徹
底
を
お

願
い
し
た
い
。

【
Ｑ
２
】

　
誰
し
も
が
感
染
し
て
も

お
か
し
く
な
い
社
会
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

　
大
病
院
が
安
心
な
ば
か

り
で
な
い
。

　
町
民
に
身
近
な
医
療
を

行
う
「
か
か
り
つ
け
医
」

が
大
切
で
重
要
で
は
な
い

の
か
。

【
Ａ
２
】

　
熊
野
町
医
師
会
と
連
携

を
と
っ
て
協
議
す
る
。

【
Ｑ
１
】

　
感
染
症
法
要
約
抜
粋

　
感
染
症
の
流
行
は
人
類

存
在
を
危
機
に
追
い
や
り

克
服
は
悲
願
で
あ
っ
た
。

先
人
は
そ
れ
を
達
成
し
て

き
た
が
観
光
な
ど
国
際
交

流
の
伸
展
で
今
も
脅
威
の

病
気
で
あ
る
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
等
の
差
別

や
偏
見
が
存
在
し
た
事
実

を
教
訓
と
し
て
生
か
す
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
国
と
県
市
町
に
は
、
研

究
・
検
査
の
推
進
向
上
と

人
材
養
成
を
し
感
染
者
の

人
権
を
尊
重
し
つ
つ
適
切

な
医
療
提
供
を
し
迅
速
か

つ
的
確
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
。
ま
た
住
民
へ
適
切

な
情
報
を
提
供
し
社
会
福

祉
関
連
施
設
と
連
携
し
て

患
者
に
良
質
で
適
切
な
医

療
を
行
う
こ
と
。

　
国
民
（
町
民
）
の
責
務

は
正
し
い
知
識
情
報
を
持

ち
予
防
に
注
意
を
払
い
患

者
等
の
人
権
を
守
る
こ
と

（
平
成
10
・
10
・
２
改
訂
）

　
で
は
、
熊
野
町
内
の
感

染
状
況
を
伺
う
。

困難を抱えた子育て家庭へ支援を

児童相談所や警察、学校などの関係機関と緊密に
連携し対応していく。

Q

A 健康福祉部長
沖田 ゆかり議員

育
指
導
な
ど
行
っ
て
い
る
。

令
和
４
年
度
か
ら
は
家
事

支
援
等
の
ヘ
ル
パ
ー
を
家

庭
に
入
れ
る
た
め
の
予
算

を
計
上
し
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　
虐
待
や
若
年
妊
娠
へ
の

支
援
と
し
て
、
子
ど
も
が

家
庭
や
学
校
以
外
で
安
心

し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ

く
り
の
支
援
は
。

【
Ａ
３
】

　
く
ま
の
・
こ
ど
も
夢
プ

ラ
ザ
で
学
校
に
行
き
に
く

さ
を
感
じ
て
い
る
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て

週
に
１
回
程
度
、
事
業
を

実
施
し
て
お
り
、
町
の
相

談
員
、ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
と
過
ご
す
居
場
所

を
設
け
て
い
る
。

【
Ｑ
１
】

　
児
童
福
祉
法
の
改
正
案

で
は
家
族
の
介
護
や
世
話

を
日
常
的
に
担
う
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
や
、
虐
待
、
貧

困
、
若
年
妊
娠
な
ど
問
題

を
抱
え
る
家
庭
に
対
す
る

支
援
提
供
計
画
を
作
成
す

る
と
あ
る
が
。

【
Ａ
１
】

　
母
子
保
健
で
は
妊
娠
支

援
プ
ラ
ン
、
要
保
護
児
童

対
策
協
議
会
で
は
養
育
支

援
計
画
を
作
成
し
て
い
る
。

今
後
の
法
改
正
を
意
識
し

な
が
ら
、
制
度
に
則
っ
て

計
画
を
作
成
す
る
。

【
Ｑ
２
】

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の

支
援
と
し
て
家
庭
を
訪
問

し
、
家
事
や
育
児
の
援
助

を
行
う
こ
と
も
想
定
さ
れ

て
い
る
が
。

【
Ａ
２
】

　
令
和
３
年
度
か
ら
訪
問

支
援
事
業
と
し
て
要
保
護

世
帯
な
ど
で
必
要
と
判
断

し
た
家
庭
に
保
健
師
が
定

期
的
に
訪
問
し
、
児
童
の

安
全
確
認
、
保
護
者
に
養

コロナ禍で孤立する妊産婦への支援を

産婦健康診査、産前産後ヘルパー派遣などの対象者を
４月から産後１年以内に変更している。

Q

A 健康福祉部長

【
Ｑ
３
】

　
多
胎
妊
産
婦
へ
の
支
援

は
。

【
Ａ
３
】

　
単
胎
妊
娠
よ
り
も
経
済

的
負
担
も
大
き
く
な
る
こ

と
か
ら
14
回
程
度
の
妊
産

婦
健
康
診
査
に
５
回
を
限

度
に
追
加
し
、
負
担
軽
減

を
図
る
。

【
Ｑ
４
】

　
産
後
ケ
ア
事
業
の
負
担

軽
減
は
。

【
Ａ
４
】

　
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
県
が

半
分
助
成
す
る
の
で
令
和

４
年
度
も
継
続
し
て
行
う
。

【
Ｑ
１
】

　
国
で
は
令
和
４
年
度
か

ら
特
定
不
妊
治
療
の
保
険

適
用
が
開
始
さ
れ
る
た
め

県
で
は
保
険
適
用
外
の
治

療
の
助
成
を
検
討
さ
れ
て

い
る
。
引
き
続
き
町
独
自

の
助
成
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
が
。

【
Ａ
１
】

　
県
は
妻
の
年
齢
が
43
歳

未
満
の
夫
婦
、
若
し
く
は

事
実
婚
で
、
所
得
制
限
は

設
け
ず
治
療
１
回
あ
た
り

自
己
負
担
額
の
1/2
で
上
限

５
万
円
の
助
成
を
す
る
と

の
こ
と
。
町
も
県
に
併
せ

て
残
り
の
治
療
費
を
上
限

５
万
円
ま
で
助
成
す
る
予

定
。

【
Ｑ
２
】

　
不
育
症
治
療
費
の
助
成

は
。

【
Ａ
２
】

　
２
回
以
上
の
流
産
、
死

産
の
経
験
が
あ
る
夫
婦
に

対
し
１
人
に
付
き
、
１
年

度
最
大
30
万
円
、
予
算
計

上
し
て
い
る
。
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【
Ａ
１
】

　
本
年
１
月
か
ら
の
感
染

者
数
は
、
昨
年
ま
で
の
３

倍
を
超
え
て
い
る
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広
島
県
の
ピ
ー
ク
は
越

え
た
が
引
き
続
き
町
民
に

は
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止
対
策
の
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底
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お
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た
い
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し
も
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る
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大
病
院
が
安
心
な
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か

り
で
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い
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に
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を

行
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「
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け
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が
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切
で
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で
は
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の
か
。
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】
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野
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会
と
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を
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協
議
す
る
。

【
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１
】

　
感
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症
法
要
約
抜
粋

　
感
染
症
の
流
行
は
人
類

存
在
を
危
機
に
追
い
や
り

克
服
は
悲
願
で
あ
っ
た
。

先
人
は
そ
れ
を
達
成
し
て

き
た
が
観
光
な
ど
国
際
交

流
の
伸
展
で
今
も
脅
威
の

病
気
で
あ
る
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
等
の
差
別

や
偏
見
が
存
在
し
た
事
実

を
教
訓
と
し
て
生
か
す
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
国
と
県
市
町
に
は
、
研

究
・
検
査
の
推
進
向
上
と

人
材
養
成
を
し
感
染
者
の

人
権
を
尊
重
し
つ
つ
適
切

な
医
療
提
供
を
し
迅
速
か

つ
的
確
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
。
ま
た
住
民
へ
適
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な
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供
し
社
会
福
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連
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と
連
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て
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に
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で
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民
（
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A 健康福祉部長
沖田 ゆかり議員

育
指
導
な
ど
行
っ
て
い
る
。

令
和
４
年
度
か
ら
は
家
事

支
援
等
の
ヘ
ル
パ
ー
を
家

庭
に
入
れ
る
た
め
の
予
算

を
計
上
し
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　
虐
待
や
若
年
妊
娠
へ
の

支
援
と
し
て
、
子
ど
も
が

家
庭
や
学
校
以
外
で
安
心

し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ

く
り
の
支
援
は
。

【
Ａ
３
】

　
く
ま
の
・
こ
ど
も
夢
プ

ラ
ザ
で
学
校
に
行
き
に
く

さ
を
感
じ
て
い
る
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て

週
に
１
回
程
度
、
事
業
を

実
施
し
て
お
り
、
町
の
相

談
員
、ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
と
過
ご
す
居
場
所

を
設
け
て
い
る
。

【
Ｑ
１
】

　
児
童
福
祉
法
の
改
正
案

で
は
家
族
の
介
護
や
世
話

を
日
常
的
に
担
う
ヤ
ン
グ
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ー
や
、
虐
待
、
貧

困
、
若
年
妊
娠
な
ど
問
題

を
抱
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る
家
庭
に
対
す
る

支
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提
供
計
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を
作
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す

る
と
あ
る
が
。
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】
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で
は
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育
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計
画
を
作
成
し
て
い
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後
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が
ら
、
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を
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る
。
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Ｑ
２
】
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を
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、
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や
育
児
の
援
助

を
行
う
こ
と
も
想
定
さ
れ

て
い
る
が
。

【
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】

　
令
和
３
年
度
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問

支
援
事
業
と
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て
要
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世
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ど
で
必
要
と
判
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し
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に
保
健
師
が
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に
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児
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安
全
確
認
、
保
護
者
に
養

コロナ禍で孤立する妊産婦への支援を

産婦健康診査、産前産後ヘルパー派遣などの対象者を
４月から産後１年以内に変更している。

Q

A 健康福祉部長

【
Ｑ
３
】

　
多
胎
妊
産
婦
へ
の
支
援

は
。

【
Ａ
３
】

　
単
胎
妊
娠
よ
り
も
経
済

的
負
担
も
大
き
く
な
る
こ

と
か
ら
14
回
程
度
の
妊
産

婦
健
康
診
査
に
５
回
を
限

度
に
追
加
し
、
負
担
軽
減

を
図
る
。

【
Ｑ
４
】

　
産
後
ケ
ア
事
業
の
負
担

軽
減
は
。

【
Ａ
４
】

　
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
県
が

半
分
助
成
す
る
の
で
令
和

４
年
度
も
継
続
し
て
行
う
。

【
Ｑ
１
】

　
国
で
は
令
和
４
年
度
か

ら
特
定
不
妊
治
療
の
保
険

適
用
が
開
始
さ
れ
る
た
め

県
で
は
保
険
適
用
外
の
治

療
の
助
成
を
検
討
さ
れ
て

い
る
。
引
き
続
き
町
独
自

の
助
成
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
が
。

【
Ａ
１
】

　
県
は
妻
の
年
齢
が
43
歳

未
満
の
夫
婦
、
若
し
く
は

事
実
婚
で
、
所
得
制
限
は

設
け
ず
治
療
１
回
あ
た
り

自
己
負
担
額
の
1/2
で
上
限

５
万
円
の
助
成
を
す
る
と

の
こ
と
。
町
も
県
に
併
せ

て
残
り
の
治
療
費
を
上
限

５
万
円
ま
で
助
成
す
る
予

定
。

【
Ｑ
２
】

　
不
育
症
治
療
費
の
助
成

は
。

【
Ａ
２
】

　
２
回
以
上
の
流
産
、
死

産
の
経
験
が
あ
る
夫
婦
に

対
し
１
人
に
付
き
、
１
年

度
最
大
30
万
円
、
予
算
計

上
し
て
い
る
。

▲くまの・こども夢プラザ


